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【学校教育目標】一人一人の能力･適性を伸ばし，心豊かにたくましく生きる生徒の育成

９年音楽祭
新型コロナウイルス感染症が拡大し，国の緊
急事態宣言，茨城県からも非常事態宣言が発令
されました。そのため夏休み明けから９月２６
日まで自宅学習期間となり，音楽祭を実施でき
るのかという議論もして参りました。多くの先
生方から，９年生だけは市民会館で音楽祭をや
らせて上げたいという声が聞かれました。音楽
主任の岡野先生を中心として約１ヶ月間で仕上
げることができました。当然，もっと時間があ
ればさらに素晴らしい合唱に仕上げられたこと
と思いますが，入試日程等を考えると，ここま
でがタイムリミットと考えました。当日は，新しくリニューアルされ，最新型の空調システムを
備えたクラフトシビックホールで思い出に残る音楽祭を開催することができました。９年生の保
護者の皆様には，ソーシャルディスタンスを保った観覧を頂きありがとうございました。

創立７０周年記念式典
本校は，昭和２７年４月茨城県土浦市中家中
学校としてスタートし，今年で創立７０周年を
迎えました。１１月１２日（金）に記念式典を
行い，生徒はその様子をオンラインで教室のモ
ニターで視聴しました。学校後援会や連合同窓
会，ＰＴＡ会長として，ご尽力頂きました皆様
には，感謝状が贈られました。また，元校長の
橋爪正文先生から本校生徒に向けた講話を頂き
ました。さらに，本校の卒業生でオリックスバ
ファローズの佐野如一選手と千葉ロッテマリー
ンズの鈴木昭汰選手からのビデオメッセージで，
目標をもって追い続けることの大切さを話して
頂きました。生徒は，この土浦四中の先輩方が，
在学中文化・芸術・スポーツで活躍され，その
後も世界中でご活躍なさっていることをあらためて知ることができました。そんな先輩に負けな
いようにすばらしい学校を創っていこうという生徒会長からの話もありました。１時間という時
間の中に凝縮された記念式典でした。記念事業としてモッコックの植樹，中庭の人工芝や自転車
置き場の側面の張り替え，相談室のエアコンの設置，記念誌及びクリアファイルの配付など，関
山達明様始め創立７０周年記念実行委員会の皆様には，大変お世話になりました。本校生徒は，
地域の皆様に支えられて成長していますことに感謝申し上げます。

オリンピック・パラリンピック推進事業
１１月１８日（木）今年の東京パラリンピッ
クの競泳１００ｍバタフライで銀メダルに輝
いた富田宇宙さんとグーグルミートによるオ
ンラインでの交流を図りました。富田さんは
高校２年生の時，網膜色素変性症という難病
にかかり徐々に視野が狭くなってきました。
大学を卒業し働いていく中で，自分の障害を



活かせる職業で働く必要性を感じ，た
どり着いたのがパラアスリートでした。
高校時代までやってい
た水泳を選んだそうです。
生徒の感想 ７年２組 野中 紬生
私がこの講演会で学んだことは２

つあります。
１つ目は，目が見えなくてもプラ

スになることがあるということです。障害があるからといってマイナスになることばかりで
はなく，障害がある人ががんばっているから自分もがんばろうと思えたり，困っているとき
に助けることでチームの絆が強くなったりします。だから，障害があるからかわいそうでは
ないことを改めて知りました。
２つめは，ワクでイメージしない。自分は自分ということです。障害がある人，障害がな

いひとで分けたりして，批判することはよくないです。一人一人に違った個性があり，自分
は自分だということを富田選手から学びました。
これからは，富田選手に学んだことを意識して生活したいです。

８年校外学習
近年，SDGsという言葉をよく聞くようになりました。「Sustainable Development Goals」の頭

文字をとり，持続可能な開発目標を意味しています。この「持続可能な」というのは，今だけで
なく，将来にわたって地球環境を失うことなく維持し続けていくことです。SDGsは「将来の世代
のための環境や資源を壊さず，今の生活をより良い状態にするための目標」となります。この目
標を実現するためには，国や企業などのリーダーが協力して行動していくことが大切ですが，私
たち一人一人の意識や行動も重要となります。８年生も総合的な学習の時間にSDGsについて学習
を進めています。今回の校外学習でもアクアマリンふくしまにおいて海洋ゴミについて学習して
きました。

校外学習実行委員長 ８年２組 田中 義輝
僕は，アクアマリン福島の講話から，ポイ捨てされたプラスチックごみが，やがて海に流れ込

み海の生物に影響を及ぼすということを知り，これからは，落ちているごみを見つけたら拾おう
と思いました。また，実行委員として活動してきて，当日，みんなが施設の人の話をよく聞けた
ことと楽しく活動できたことがよかったと思いました。ルールを守れない人もいたので，まずは
学級委員から意識を高め，日常生活から声かけをして改善していきたいと思いました。

新人体育大会の結果
６号でお伝えできなかった新人体育大会の結果について，お知らせいたします。

大会の入賞者】 ※敬称略

〈県新人体育大会〉
水泳部：女子５０ｍ自由形 ２位 上野 優芽 女子１００ｍ自由形 ２位 上野 優芽

〈県南新人体育大会〉
柔道部：男子個人 ３位 武井 颯亮 鈴木 悠斗

女子個人 １位 蜂谷 美桜 緒方 心夏 ２位 中川 由唯 渡辺 彩那

〈市新人体育大会〉
男子子卓球部：男子団体 準優勝
女子卓球部：個人シングルス ２位 武市 美波
剣道部：女子個人 ３位 池田 若葉


